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通期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 31年３月期第３四半期決算におきまして、下記のとおり特別利益（受取補償

金）、特別損失（減損損失及び移転費用）の計上、繰延税金資産の取崩しとともに、最近の業績

動向等を踏まえ、平成 30年５月 14日に公表いたしました平成 31年３月期（平成 30年４月１

日～平成 31 年３月 31 日）の業績予想、並びに配当予想を下記のとおり修正いたしましたの

で、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

平成 31年３月期通期業績予想の修正（平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日） 

 

連 結 

売 上 高 

（ 百 万 円 ） 

連 結 

営 業 利 益 

（百万円） 

連 結 

経 常 利 益 

（百万円） 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

（ 百 万 円 ） 

１株当たり 

連 結 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 2,187 281 281 182 62円 02銭 

今回修正予想（Ｂ） 1,921 188 187 217 73円 26銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △266 △93 △94 +34  

増 減 率（ ％ ） △12.2 △33.1 △33.6 +18.9  

（ ご 参 考 ） 

前 期 連 結 実 績 

（平成 30年３月期） 

1,948 255 257 176 64円 32銭 

 



 

修正の理由 

当社グループには、メンタルヘルスケア事業と人材紹介事業の２つの事業があります。 

通期連結業績予想につきましては、メンタルヘルスケア事業は概ね当初予想どおりに推移し

ているものの、人材紹介事業における売上高が、コンサルタントの採用遅延等の影響により、

売上高が減少する見込みであることから、上記のとおり、通期連結業績予想を修正いたしま

す。 

売上総利益、営業利益、経常利益につきましても、上記売上の下方修正による影響から、前

回発表予想を下回る見込みです。 

なお、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、下記のとおり、当第３四半期連結

累計期間において、特別損失（減損損失）を計上したものの、平成 31年３月期第４四半期に本

社移転に伴う特別利益（受取補償金）及び特別損失（移転費用）の発生が見込まれているた

め、前回発表予想を大幅に上回る見込みです。 

本日（平成 31年２月 14日付）公表いたしました「特別損失（減損損失）の計上に関するお

知らせ」に記載のとおり、当第３四半期連結累計期間において、収益性が悪化していると認識

したのれんに関して減損損失として特別損失 66百万円を計上、繰延税金資産の取崩しにより法

人税等 15百万円を計上しました。 

また、当社は、平成 30年 12 月 14日に公表いたしました「本社移転に関するお知らせ」及び

本日（平成 31年２月 14日付）公表いたしました「本社移転日決定に関するお知らせ」に記載

のとおり、当連結会計年度において本社移転を行い、平成 31年４月１日より新本社にて営業を

開始することとなりました。これに伴い、現本社ビル（東京都港区）の貸主より、中途解約に

伴う補償金が支払われることとなったため、平成 31年３月期において、受取補償金として特別

利益 302 百万円を計上する見通しとなりました。 

なお、現在精査中ですが、退去による移転費用として、特別損失約 15百万円が発生する見込

みです。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

ります。 

実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

  



２．配当予想の修正について 

修正の内容 

 年間配当金 

基 準 日 第２四半期 期末 合計 

前 回 発 表 予 想  未定 未定 

今 回 修 正 予 想  21円 80銭 21円 80銭 

当 期 実 績 0 円 00銭   

前 期 実 績 0 円 00銭 19円 29銭 19円 29銭 

 

修正の理由 

当社は、これまで未定としてきた平成 31年３月期の期末配当予想につきまして、以下の理由

により修正いたしました。 

当社の利益配分にあたっては、財務基盤の状況や各年度の連結業績及び配当性向等を総合的

に勘案し、実施する方針といたしております。 

今年度の通期業績につきましては、「１．業績予想の修正について」に記載のとおり、連結売

上高は、人材紹介事業におけるコンサルタントの採用遅延等の影響により、前年比 1.4％減と

低調に推移したものの、メンタルヘルスケア事業の堅調な推移により一定の利益水準は確保で

きる見込みです。 

これらを踏まえ、期末配当金につきましては前期から２円 51銭増配し１株当たり 21 円 80銭

とする予定です。 

以 上 


